
令和５年度年度更新の手続を行う事業主の皆様へ

厚生労働省

詳しくは、同封の「申告書の書き方」パンフレット及び
厚生労働省ホームページをご覧ください。

「年度更新」と検索、又は右のＱＲコードからアクセスできます。

ステップ１

令和４年度確定保険料は、保険料算定基礎額と保険料
額を雇用保険分ごとに、前期（令和４年 月 日～同年
月 日）と後期（令和４年 月１日～令和５年３月
日）に分けて算出します。
※ これに伴い、年度更新申告書と確定保険料算定基礎賃金

集計表の様式を変更しています。（裏面参照）

令和４年度確定保険料は、次の手順で算定してください。

ステップ２

ステップ３

●「確定保険料算定基礎賃金集計表」に賃金の総額を記入し、
前期・後期別に集計します。

●「確定保険料算定基礎賃金集計表」の下段に新規に設けた「令和４
年度確定保険料算定内訳」欄を使用し、保険料算定基礎額と保険料額
を前期・後期別に算出します。

● ステップ２で算出した保険料算定基礎額と保険料額を、年度更新
申告書の下段に新規に設けた「㉜期間別確定保険料算定内訳」欄及
び申告書中段の「確定保険料算定内訳」欄に各々転記します。

雇用保険用



事業の名称

千円 円

千円 円

千円 円

賞与 年

賞与 年

賞与 年

賞与 年

この集計表はきりとり線から切り離して、申告書の控えとあわせて保管してください。

　人　数 (人) 　　支　　払　　賃　　金　　総　　額　　  (円) 　人　数 (人) 　　支　　払　　賃　　金　　総　　額　　  (円)

●　令和４年度確定保険料及びその算定基礎額の算定は、下の内訳をご利用ください。

≪記入上の注意≫

(ｲ) 千円未満端数切り捨て (ﾊ)

3 月

労働保険番号

令和４年度　確定保険料(雇用保険分）算定内訳

●　被保険者とならない代表者や取締役の役員報酬を含めていませんか。
●　日雇労働者を雇用した場合、印紙保険料のほかに一般保険料も納付します。

区分

8

7 月

12 月

月別

令和 4 年 4 月

令和４年度後期計

5 月

10

雇　　用　　保　　険　　適　　用　　者　　分
　Ａ　　日雇労働被保険者を除いたすべての

　　　　被保険者（通勤手当・賞与等その他の

　　　　手当を含める）

　   Ｂ　　日雇労働被保険者

月

合　　　計

6 月

2 月

令和

月

月

9

令和４年度　確定保険料算定基礎賃金集計表／令和４年度確定保険料（雇用保険分）算定内訳

5

月

月

年 1 月

11

令和４年度前期計

月

区　分（適用期間）
③ 確 定 保 険 料 額① 保 険 料 算 定 基 礎 額 ②保険料率

算定期間　令和 4 年 4 月 1 日　から　令和 5 年 3 月 31 日　まで

合　　　計　

(ｲ)+(ﾛ)

申告書㉜欄(ﾍ)+（ﾄ）と⑧欄(ﾎ)へ転記

申告書㉜欄（ﾍ） へ転記

(ﾎ) (ｲ)×(ﾊ)、端数は切り捨てない前期分
(令和4年4月1日～
令和4年9月30日)

後期分
(令和4年10月1日~
令和５年３月31日)

【③欄】　(ﾎ)、(ﾍ)については、①欄の額に②欄の率を乗じた額を記入し、一円未満の端数が生じた場合であっても
　　　　その端数は切り捨てないでください。 (ﾎ)+(ﾍ)については、その額に一円未満の端数が生じる場合は、その
　　　　端数を切り捨ててください。

申告書㉜欄（ﾄ） へ転記

(ﾛ) 千円未満端数切り捨て (ﾆ)

 1000分の

申告書㉜欄(ﾇ)+（ﾙ）と⑩欄(ﾎ)へ転記

 1000分の

申告書㉜欄（ﾇ） へ転記

申告書㉜欄（ﾙ） へ転記

(ﾍ) (ﾛ)×(ﾆ)、端数は切り捨てない

(ﾎ)+(ﾍ) 端数切り捨て

【②欄】　適用期間に該当する雇用保険率を(ﾊ)、(ﾆ)に記入してください。

【①欄】　適用期間に該当する保険料算定基礎額を賃金集計表から転記してください。千円未満の端数が生じる
　　　　場合は、その端数を切り捨ててください。

月

月

事業の名称

千円 円

千円 円

千円 円

賞与 年

賞与 年

賞与 年

賞与 年

この集計表はきりとり線から切り離して、申告書の控えとあわせて保管してください。

　人　数 (人) 　　支　　払　　賃　　金　　総　　額　　  (円) 　人　数 (人) 　　支　　払　　賃　　金　　総　　額　　  (円)

●　令和４年度確定保険料及びその算定基礎額の算定は、下の内訳をご利用ください。

≪記入上の注意≫

(ｲ) 千円未満端数切り捨て (ﾊ)

3 月

労働保険番号

令和４年度　確定保険料(雇用保険分）算定内訳

●　被保険者とならない代表者や取締役の役員報酬を含めていませんか。
●　日雇労働者を雇用した場合、印紙保険料のほかに一般保険料も納付します。

区分
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月別

令和 4 年 4 月

令和４年度後期計

5 月

10
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　   Ｂ　　日雇労働被保険者

月

合　　　計

6 月

2 月

令和

月

月

9

令和４年度　確定保険料算定基礎賃金集計表／令和４年度確定保険料（雇用保険分）算定内訳

5

月

月

年 1 月

11

令和４年度前期計

月

区　分（適用期間）
③ 確 定 保 険 料 額① 保 険 料 算 定 基 礎 額 ②保険料率

算定期間　令和 4 年 4 月 1 日　から　令和 5 年 3 月 31 日　まで

合　　　計　

(ｲ)+(ﾛ)

申告書㉜欄(ﾍ)+（ﾄ）と⑧欄(ﾎ)へ転記

申告書㉜欄（ﾍ） へ転記

(ﾎ) (ｲ)×(ﾊ)、端数は切り捨てない前期分
(令和4年4月1日～
令和4年9月30日)

後期分
(令和4年10月1日~
令和５年３月31日)

【③欄】　(ﾎ)、(ﾍ)については、①欄の額に②欄の率を乗じた額を記入し、一円未満の端数が生じた場合であっても
　　　　その端数は切り捨てないでください。 (ﾎ)+(ﾍ)については、その額に一円未満の端数が生じる場合は、その
　　　　端数を切り捨ててください。

申告書㉜欄（ﾄ） へ転記

(ﾛ) 千円未満端数切り捨て (ﾆ)

 1000分の

申告書㉜欄(ﾇ)+（ﾙ）と⑩欄(ﾎ)へ転記

 1000分の

申告書㉜欄（ﾇ） へ転記

申告書㉜欄（ﾙ） へ転記

(ﾍ) (ﾛ)×(ﾆ)、端数は切り捨てない

(ﾎ)+(ﾍ) 端数切り捨て

【②欄】　適用期間に該当する雇用保険率を(ﾊ)、(ﾆ)に記入してください。

【①欄】　適用期間に該当する保険料算定基礎額を賃金集計表から転記してください。千円未満の端数が生じる
　　　　場合は、その端数を切り捨ててください。
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◎年度更新申告書

◎確定保険料算定基礎賃金集計表

新たに「令和４年度確定保険料算定内訳」欄を設け
ました。

前期・後期別の保険料額を算出し、申告書に転記し
てください。

「確定保険料算定内訳」欄には、確定保険料算定基礎賃金集計
表の「令和４年度確定保険料算定内訳」で算出した額を転記してく
ださい。

新たに㉜「期間別確定保険料算定内訳」を設けました。

確定保険料算定基礎賃金集計表の「令和４年度確定保険料
算定内訳」欄で算出した額を転記してください。


